
（別紙３）

～ 2026/3/19

（対象者数） 33 （回答者数） 25

～ 2026/3/19

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

事業所でも相談窓口を設置しておりますが、相談支援事

業所を通しての悩み事の相談や解決に向けて取り組んで

まいります。

2

今後もプログラムに偏りがないように作成してまいりま

す。長期休暇などには今まで行ったことの無い施設など

にも行ってみたり利用者様が新しい体験や経験ができる

環境を整えていければと思っています。

3
今後も利用者様や保護者様の声を反映して

プログラムの立案を行なってまいります。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

保護者会の開催に向けてまずはアンケートを取って、

開催希望の有無や日程の調整を行い保護者会の開催を目

指します。

2

放課後児童クラブや学童では無いのですが、地域で行わ

れているイベントに参加することで交流する機会を図っ

ていきます。月に1回地域の体育館で行われてるイベン

トへの参加を増やしていければと思っています。また、

他のイベントへ行くことを活動のプログラムに盛り込ん

でいくことを検討していきます。

3

今後は、実施した際には活動報告として全保護者様にア

プリを通して連絡していきます。

各マニュアルについては事業所入り口に掲示しているこ

とを周知してまいります。

相談支援事業所と連携して支援を行なっている。

相談支援事業所を通して児童発達支援での支援内容など

を

事前に情報を共有することで、スムーズな支援の移行が

できるように取り組んでいます。

支援プログラムに沿ったプログラムの提供している。

５領域の視点を基にプログラムを考えています。活動を

通して日常で必要な作業をする機会を提供し自立に向け

ての支援を行っています。土曜日や長期休暇には、外出

する際に公共交通機関を利用しての外出をすることもあ

ります。

利用者様が楽しんでプログラムに参加できている。

活動内容に関しては項目に分けて毎月立案をしています

。

利用者様に直接お伺いして人気の活動を盛り込むことも

あります。調理レクレーションのお好み焼き作りやグラ

ウンドゴルフ場への外出、実験キットを使っての実験が

利用者様に人気があります。また、職員の得意なことを

非常災害発生に備えて定期的な訓練や各マニュアルに応

じた訓練などの実施したことを保護者様全員に周知され

ていない。

毎年3月、9月に避難訓練を活動のプログラムに入れてい

ます。避難訓練当日に利用された保護者様のみにアプリ

を通して連絡をしています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者会など保護者様の交流する機会が無い。

保護者会などは今年度は実施していません。開所当時は

、新型コロナウイルスの流行もあり大人数が集まる機会

が制限されていたため開催をしていませんでした。

放課後児童クラブや学童など地域の他のこどもとの

関わる機会が少ない。

放課後児童クラブや学童などの交流を図ろうと調整を行

いましたが、時間や場所の確保が難しく断念した経緯が

ございました。
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